
（13）　市報ひがしまつしま 2026年（令和8年）7月号　　縄文村だより・東松島の教育を語る

て、中学校生活への期待感を高めています。
　学習面では、中学校の教員が小学校に出向いて図工
や体育、家庭科の学習指導を行う試みや、市全体で取り
組む「探究と協同の学び」を通じ、9年間の学びの共有を
図っています。また、宿泊学習等を通じた小学校３校の交
流や、幼稚園・保育所との連携（幼保小連携）も深め、0歳
から15歳までの切れ目のない教育を進めています。
　地域とのつながりでは、学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）を中心に、毎月1日・11日・21日を「ほほえみ一声
運動の日」とし、登校中の子供たちに地域全体で温かい声
を掛ける活動を推進しています。また、適切なメディア利用
を促す「でめこん」（デジタルメディアコントロール・チャレン
ジ 東松島ゴール）にも家庭と連携して取り組んでいます。
　第一学区はこれからも、地域と共に育つ学校づくりを
進め、子供たちの健やかな成長を支えてまいります。皆
様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。

（矢本第一中学校 西
にしまき

牧尚
た か し

志校長）

　東松島市の第一学区（矢本第一中学校、矢本東小学
校、矢本西小学校、大塩小学校）では、小学校から中学校
への円滑な接続と、義務教育9年間を見通した連続性の
ある教育を目指す「小・中連携教育」を推進しています。
　子供たちが中学校を卒業する際にあるべき姿として、「目
標を持って自ら学ぶ生徒（自律）」「積極的に挑戦し、粘り強
く努力する生徒（積極）」「思いやりと奉仕の心を持ち、規則
正しい生徒（奉仕）」という3つの柱を「目指す15歳の姿」と
して掲げています。この目標を共有し、児童生徒、教職員、
そして地域が一体となった様々な活動を展開しています。
　児童生徒の交流では、進学への不安、いわゆる「中一
ギャップ」の解消に力を入れています。中学生が小学校
を訪問して行う「小中合同あいさつ運動」を定期的に実
施するほか、小学校の運動会では一中生がボランティア
や吹奏楽の演奏で協力しています。さらに、小学6年生が
３校合同で中学校の部活動や合唱コンクールへの取組
を見学し、実際に中学校での授業を体験する機会を設け
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令和8年度第一学区の幼保小中連携教育
～地域と共に育む「目指す15歳の姿」～
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